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国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会

計
な
ど
４
特
別
会
計
の
令
和
４
年

度
当
初
予
算
は
合
計
で
１
６
４
億

２
１
２
６
万
９
千
円
で
す
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
当
初
予

算
は
水
道
事
業
会
計
が
32
億
６
０

４
万
２
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業

会
計
が
30
億
７
２
８
２
万
９
千
円

で
す
。

○
行
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例	

　
（
原
案
可
決
）

　

法
令
の
改
正
に
伴
い
、
長
期
優

良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
等
に

係
る
審
査
手
数
料
の
額
を
改
定
し
、

ま
た
、
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
伴

い
、
化
製
場
の
設
置
許
可
等
の
事

務
に
係
る
審
査
手
数
料
を
新
設
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

○
行
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

	
	

　
（
原
案
可
決
）

　

法
令
の
廃
止
に
伴
い
、
個
人
識

別
符
号
及
び
要
配
慮
個
人
情
報
の

定
義
に
係
る
引
用
条
項
の
整
理
を

行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

○
行
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例	

　
（
原
案
可
決
）

　

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

目
的
と
し
て
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
使

用
し
て
申
請
し
た
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
時
に
お
け
る
対
面
規
制

を
撤
廃
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
行
田
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例	　
（
原
案
可
決
）

　

水
害
対
策
に
つ
い
て
、
水
防
計

画
そ
の
他
水
防
に
関
し
て
重
要
な

事
項
を
調
査
審
議
す
る
水
防
協
議

会
を
廃
止
し
、
防
災
会
議
に
統
合
、

一
元
化
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
行
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

	
	

　
（
原
案
可
決
）

　

法
令
の
改
正
に
伴
い
、
未
就
学

児
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額

に
つ
い
て
規
定
を
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

［
主
な
質
疑
］

　
　

今
回
の
改
正
に
よ
り
減
額
さ

れ
る
世
帯
は
何
世
帯
で
、
い
く
ら

の
減
額
か
。

　
　

令
和
４
年
度
当
初
賦
課
時
の

推
計
で
は
、
２
割
軽
減
世
帯
は
15

世
帯
で
27
万
６
４
０
０
円
、
５
割

軽
減
世
帯
は
36
世
帯
で
34
万
３
千

円
、
７
割
軽
減
世
帯
は
52
世
帯
で

30
万
４
６
０
０
円
、
軽
減
の
な
い

世
帯
は
１
４
５
世
帯
で
２
９
４
万

６
千
円
、
こ
れ
ら
の
合
計
は
２
４

８
世
帯
で
３
８
７
万
円
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
　

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
申

請
減
免
の
世
帯
に
対
し
て
、
今
回

の
均
等
割
減
額
は
対
象
と
な
る
の

か
。

　
　

今
回
の
均
等
割
額
の
減
額
は
、

そ
の
世
帯
に
お
け
る
減
免
申
請
の

有
無
や
所
得
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、

全
て
の
未
就
学
児
が
対
象
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

　
　

本
市
で
独
自
の
減
額
を
検
討

し
た
の
か
。

　
　

今
回
の
改
正
は
法
令
の
改
正

等
に
伴
う
も
の
で
、
さ
ら
な
る
減

額
措
置
は
予
定
し
て
い
な
い
。
本

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
に
対
し

て
、
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
額
の

減
額
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
年
齢

等
の
拡
充
を
要
望
し
て
き
た
が
、

引
き
続
き
埼
玉
県
国
保
協
議
会
な

ど
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

○
令
和
３
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算   

（
原
案
承
認
・
可
決
）

　

12
月
補
正
後
の
諸
情
勢
の
変
化

に
伴
う
各
種
経
費
の
追
加
措
置
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
事
業
の
ほ
か
、
執
行
状
況
に

応
じ
た
減
額
措
置
を
行
う
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

長
期
化
に
伴
う
子
育
て
世
帯
支
援
、

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
生
活
支
援

等
を
実
施
す
る
た
め
、
専
決
処
分

し
た
事
業
と
合
わ
せ
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
25
億
１

９
０
３
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
３
０
８
億
５
６
９
２
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
の
う
ち
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
と
し
て
、
総
務
費
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
の
開
催
、

申
請
書
な
ど
の
自
動
作
成
を
行
う

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
、
非

接
触
型
レ
ジ
ス
タ
ー
の
導
入
に
要

す
る
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
措
置

す
る
も
の
で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
社
会
福
祉
施
設

等
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

等
の
感
染
防
止
用
品
を
配
布
す
る

た
め
の
経
費
を
追
加
措
置
す
る
も

の
で
す
。

　

商
工
費
で
は
、
災
害
や
感
染
症

な
ど
事
業
活
動
の
リ
ス
ク
に
対
応

す
る
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策

定
を
行
う
市
内
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
の
経
費
を
追
加
措
置
す
る

も
の
で
す
。

　

感
染
症
対
応
以
外
の
事
業
と
し

て
、
総
務
費
で
は
、
総
務
一
般
管

理
費
に
お
い
て
、
退
職
者
の
増
加

に
伴
い
退
職
者
手
当
に
不
足
が
生

じ
る
見
込
み
の
た
め
、
追
加
措
置

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
基
金
費

で
は
、
後
年
度
の
財
政
需
要
に
備

え
、
財
政
調
整
基
金
に
２
億
円
の

積
立
て
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年

度
に
借
り
入
れ
る
臨
時
財
政
対
策

債
の
償
還
財
源
と
し
て
減
債
基
金

へ
の
積
立
て
を
行
う
ほ
か
、
寄
附

金
や
利
子
の
実
績
が
見
込
み
を
上

回
っ
た
た
め
、
積
立
て
に
必
要
な

金
額
を
追
加
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
費
で
は
、
さ
き
た
ま
古
墳

公
園
に
（
仮
称
）
さ
き
た
ま
広
場

エ
リ
ア
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、

整
備
方
法
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ

答答答 問問問

条　例

法
令
改
正
に
伴
う
条
例

の
改
正
等

補正予算

補
正
総
額

25
億
１
９
０
３
万
円
余
り




